
（別紙様式４－２）                                                 （特別支援学校用） 

（ 県立天草支援 ）学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
自分らしく 元気に 持てる力を精一杯発揮し 人と関わりながら 主体的な学びを生活につ
なげる児童生徒の育成 

 

２ 本年度の重点目標 
＜かがやく児童生徒＞ 
○元気で笑顔あふれる児童生徒 
 ・（教務・研修）活力あふれる児童生徒の育成に向けた日々の授業の充実 
 ・（保体）心身の健康増進と体力の向上、食育の推進と保健指導（性教育）の充実 
 ・（進路指導）児童生徒の自立と社会参加に向けたキャリア教育、進路支援の充実 
○仲間と仲良くする児童生徒 
 ・（生活指導）「認め合い、ほめ合い、励まし合い、助け合う」心の育成 
        「天草支援学校いじめ０宣言」を守る児童生徒の育成 
 ・（人権教育）よりよい人間関係作りを目指した人権教育の推進 
 ・（保体）「いのちを大切にする心」を育む指導の充実 
○主体的に活動に取り組む児童生徒 
 ・（教務）学校・学部教育目標、年間指導計画等の根拠に基づく教育実践 
 ・（教務・研修）児童生徒の実態を踏まえた諸計画の的確な立案と授業における具現化 
 ・（生活指導）児童生徒会活動の充実、児童生徒の主体性を最大限に尊重した教育活動 

＜かがやく学校＞ 
○地域に信頼され、地域とともにある学校 
 ・（保体・防災・事務）安心・安全な学校づくりの推進と防災体制・防災教育の強化 
 ・（教育支援）特別支援教育のセンター的機能発揮のための諸事業の推進 
 ・（総務）学校運営協議会及びＣＳの継続と深化 
○学習環境の充実と環境教育の充実 
 ・（教務・研修）小・中・高の連携と各学部の持ち味を生かした教育の展開 
 ・（保体）組織的な環境教育の実施と評価 
 ・（情報）ＩＣＴの活用による学力の向上及び校務の効率化 
 ・（保体・事務）花と緑の環境づくり推進 
○教職員間の協働 
 ・（総務）業務のスリム化と分掌部及び学部間のつながりと情報共有が可能となる組織的運営 
 ・（研修）専門性の維持・向上に向けた研究、研修体制づくり 

＜かがやく地域＞ 
○交流及び共同学習の推進 
 ・（総務）近隣小中高等学校等との交流の充実 
○各関係機関及び関係部署との連携強化 
 ・（教育支援）校内支援体制の充実と天草地域特別支援連携協議会及び関係機関との連携 
 ・（総務）天草拓心高校との連携及び地域理解の推進 
○コミュニティ・スクールによる地域連携の継続 
 ・（ＣＳ・総務）本校の教育活動における地域人材活用の推進 
 ・（研修・教育支援）地域資源を活かした授業づくりの推進及び地域貢献 

  ・（防災）地域や近隣高校と連携した防災体制・防災教育の継続 

 

３ 自己評価総括表 
  評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 

 
学校 
経営 
 

安全・安
心な学校
づくり 

・衛生管理・安
全管理を徹底
することがで
きたか。 

・安全に関す
る事案を職
員や生徒に
周知し、事
故防止啓発
に努める。 

・環境整備の
時間を確保
する。  
  

・ヒヤリハットの
報告結果や社会
的な事象をもと
に、職員や児童
生徒に対して注
意喚起をする。 

・月２回の職員掃
除と月１回の職
員作業の時間を
確保する。 Ｂ 

【成果】 
・具体的方策は実施。
防災教育に対する教
職員の意識が高まっ
たことにより、校内
の危険個所の把握や
避難時の動線におけ
る危険予測など、多
角的な視点で安全確
保を考える姿勢が広
がった。 

【課題】 
・ヒヤリハット事象は
一定数発生していた
ものの、入力件数が
十分でなかった。「
ヒヤリハット入力週
間」を設定し事例を



共有するなど、組織
的に危機管理意識を
高める必要がある。 

・危機管理に係
る体制整備及
び情報発信が
できたか。 
      
   

・児童生徒等
の安全で安
心な生活を
確保するた
め、防災教
育の充実
を図る。 

・実施した訓
練の検証結
果や本校の
実情を踏ま
え、「危機
管理マニュ
アル」の見
直しや更新
を行う。 

・保護者や教
職員の防災
に関する連
携強化及び
意識向上を
図る。 

 

・関連教科や特別
活動など学校の
教育活動全体を
通して防災教育
を行う。 

・各訓練後の教職
員アンケートを
集約し、マニュ
アルとして必要
視される事項を
吸い上げ、「危
機管理マニュア
ル」へ反映させ
る。 

 
 
・定期的に保護者
及び教職員向け
に防災通信を発
信し、危機管理
や防災に関する
情報を積極的に
共有する。 

Ａ 

【成果】 
・具体的目標は達成。
高等部では隣接する
高校との合同避難訓
練を実施するととも
に、火災避難訓練で
は防火扉を閉めた状
態での避難を行うな
ど、実際に想定され
る状況を踏まえた訓
練を実施することが
できた。 

【課題】 
・気象情報を収集しな
がら体育の授業を進
めていたが、悪天候
等により水泳の授業
が中止となる場面が
増え、計画的な授業
設定が難しかった。
今後も、授業実施の
判断基準について検
討を深めながら、マ
ニュアルを活用して
いきたい。 

業務改善
・働き方
改革 

・効率的な業務
遂行によって
時間外勤務を
抑制すること
ができたか。
       

・正規の勤務
時間以外の
従事時間の
平均値を前
年比から減
少につなげ
る。  

 

・業務整理等を通
して、業務負担
の軽減策を講じ
る。  

・効率的な業務遂
行に係るモデリ
ングを示しなが
ら、教職員の意
識改革を図る。 

Ｂ 

【成果】 
・具体的方策は実施。
学部で業務改善につ
いて話題にし、具体
的方策を検討したこ
とで退勤時刻が早ま
った職員が増えるな
ど働き方の改善に一
定の効果があった。 

【課題】 
・時間外勤務の平均値
については、管理職
および小・中学部で
前年度より増加して
おり、高等部は横ば
いの状況にとどまっ
ている。引き続き、
効果的な働き方改革
のための方策を検討
し、全体の時間外勤
務縮減につなげてい
く必要がある。 

・風通しの良い
職場づくりに
努め不祥事を
防止すること
ができたか。 

・教職員の困
り感等を含
めた状況を
把握・共有
し合い、よ
りよい改善
策を積極的
に講じて、
職場改革に
つなげる。 

・教職員の困り感
及び業務改善策
を集約・整理し
、衛生委員会や
運営委員会等を
活用しながら、
実動に移す。 

・不祥事防止研修
資料等を活用す
るなど、日常的
に不祥事防止に
係る話題を取り
上げ、不祥事防
止への意識向上
を図る。 

Ｂ 

【成果】 
・具体的方策は実施。
不祥事防止に向けて
研修を設定するとと
もに、朝会において
実例を交えた講話を
行うなど、教職員の
意識向上につながる
取組を進めることが
できた。 

【課題】 
・管理職や学部主事が
個別面談を通して教
職員の困り感を聴く
機会を設定している



ものの、解決に至ら
ない事例もあった。
これまで個人の裁量
に委ねられてきた内
容についても記録と
して残し、困り感を
可視化・共有するこ
とで、組織として支
え合う体制づくりと
風土の醸成を図って
いきたい。 

学校の取
組等に係
る情報発
信 

・学校行事等を
中心とした取
組の様子をＨ
Ｐ等で積極的
に情報発信す
ることができ
たか。 

・ＨＰ更新の
年間計画を
作成し定期
的な情報発
信を行う。 

・学校全体の行事
及び各学部の更
新計画に基づき
、定期的な更新
を行うとともに
定期的に通信等
の掲載を行い、
より多くの情報
を発信する。 

Ａ 

【成果】 
・具体的目標は達成。
各学部の様子につい
ては教員が輪番でＨ
Ｐの原稿を作成・更
新し、昨年度よりも
ＨＰ閲覧数を増やす
ことができた。 

【課題】 
・全ての保護者がＨＰ
を閲覧するには至ら
なかったため、すぐ
ーる配信とＨＰへの
掲載の棲み分けを整
理し、それぞれの媒
体の特性を踏まえた
適切な情報発信体制
を構築していく必要
がある。 

 
授業 
の充実 
 

質の高い
授業づく
りにつな
がるカリ
キュラム
・マネジ
メントの
推進 

・児童生徒の実
態に即した教
育課程であっ
たか。 

・年間指導計
画（単元配
列表）をも
とに実践及
び評価を行
い、児童生
徒の実態に
即し改善に
つなげる。 

・年間指導計画（
単元配列表）の
作成及び修正や
児童生徒の実態
に即した目標設
定と評価を行い
、よりよい教育
活動計画のツー
ルとしての機能
性を向上する。 

Ａ 

【成果】 
・具体的目標は達成。
各学部に単元配列表
を掲示し、変更点の
記入など日常的に活
用されることで、教
育活動の可視化や共
有に寄与した。 

【課題】 
・単元配列表を定期的
に見直す時間を各学
部で確保し、教育活
動計画の質をより高
めるためのツールと
して効果的に機能す
るよう、継続的な働
き掛けを行う必要が
ある。 

・各学部のニー
ズに応じた研
究を通して、
教育課程の改
善及び授業実
践力の向上を
図ることがで
きたか。 

・職員一人一
人が現在の
課題を意識
しながら、
職員間で共
有し、課題
解決に向け
て実践を進
めることで
教職員の専
門性の向上
を目指す。 

・各職員がテーマ
を設定し、適切
な目標設定及び
実践ができるよ
う月１回の学部
研を実施する。
また、それぞれ
の取組について
は、学部を超え
て周知し、学校
全体で共有を行
う。 

Ａ 

【成果】 
・具体的目標は達成。
計画的に実施した学
部研を通して、フロ
ーチャートを用いた
課題解決の手法を実
践することができ、
授業の質向上へとつ
ながった。 

【課題】 
・GoogleClassroomへ
の資料掲載により共
有を図ったものの、
十分な閲覧にはつな
がらなかった。学校
全体で共有する場を
設け、取組内容をよ



り効果的に周知でき
る体制づくりを進め
ていきたい。 

・ＩＣＴの効果
的 な 活 用を
踏 ま え た効
率 的 な 授業
づ く り が展
開できたか。 

・ＩＣＴの効
果を職員一
人一人が把
握し、児童
生徒の実態
に応じた教
材を選択し
て授業づく
りを行う。 

・ＩＣＴ教材の使
用の有無を含め
て授業後に評価
、教材の見直し
を行いながらＩ
ＣＴ教材の有効
性について、職
員の意識を高め
る。 

・ＩＣＴの効果的
な活用方法につ
いて定期的に情
報発信を行う。 

Ａ 

【成果】 
・各単元終了時に使用
したＩＣＴ教材の評
価を実施し、活用状
況を把握することが
できた。 

【課題】 
・ＩＣＴ機器の活用し
た授業と具体物を用
いた授業のメリット
を比較しながら、授
業実践につなげてい
きたい。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育の充
実 

・キャリア教育
の視点を踏ま
え、将来のた
めに今の生活
や学びをつな
げることがで
きたか。 

・学部間のつ
ながりを意
識したキャ
リア教育の
充実を図る
。 

 
 
・児童生徒が
将来の働く
生活をイメ
ージできる
よう、各関
係機関と連
携を図りな
がら、高等
部現場実習
や中学部職
場体験を設
定する。 

・各学部の実態に
応じたキャリア
教育の取組状況
を共有できるよ
う、学部を越え
て取組を紹介す
る機会を設け
る。 

・卒業後の生活を
考える進路学習
を充実させると
ともに、マッチ
ングを重視した
進路面談を行
う。 

・各関係機関と情
報共有を密に行
いながら、進路
決定に関するア
ドバイスをもら
う。 

Ｂ 

【成果】 
・具体的方策は実施。
高等部では、各学年
２回の現場実習等の
実体験を通して生徒
の進路選択をより適
切に支援することが
でき、進路面談につ
いても充実を図るこ
とができた。 

【課題】 
・進路決定に至るまで
の過程において、生
徒自身の自己理解の
深化や保護者への働
き掛けが十分でなか
った。今後は、小学
部段階から高等部卒
業後の生活像を見据
え、児童生徒の自己
理解の支援と保護者
への継続的な働き掛
けを、関係機関と連
携しながら計画的に
進めていく必要があ
る。 

進路に関
する情報
発信 

・進路に係る情
報提供ができ
たか。 

・児童生徒、
保護者や担
任に対し、
進路情報を
定期的に提
供する。 

 
 
 
 
 
 
・教職員やＰ
ＴＡを対象
とした進路
研修を実施
する。 

・保護者のニーズ
に沿った進路情
報を「進路だよ
り」で発行する
。 

・進路面談で高等
部生徒、保護者
が卒業後の進路
選択ができるよ
う、事前に担任
と進路情報を共
有する。 

・教職員やＰＴＡ
役員の意見を踏
まえて、ＰＴＡ
進路研修、教職
員進路研修を実
施する。 

Ｂ 

【成果】 
・具体的方策は実施。
年３回の進路だより
の発行に加え、２回
のＰＴＡ進路研修（
視察研修・障害年金
についての講師招聘
）を実施することが
でき、保護者への情
報提供や進路理解の
促進に寄与した。 

【課題】 
・次年度から天草管内
において「就労選択
支援」が開始される
ことを踏まえ、関係
機関と連携し、保護
者および担任に対し
て必要な情報提供を
計画的に行っていく
必要がある。 

生徒 
(生活) 

交通安全
指導の充

・登下校指導を
含め、交通安

・外部情報の
活用や関係

・登下校指導を計
画的に実施す Ａ 

【成果】 
・具体的目標は達成。



指導 
 

実 全に係る指導
を徹底できた
か。 

機関と連携
し、交通安
全に係る意
識の向上を
図る。 

る。  
・警察と連携し、
交通安全の取組
や交通安全に関
する最新の情報
を児童生徒及び
保護者に提供す
る。  

・居住地の危険個
所を確認し、児
童生徒及び保護
者と共有する。  

・自転車乗車中の
ヘルメット着用
の奨励及び自転
車利用者対象の
交通安全教室を
実施する。  

全学部で交通安全教
室を実施し、自転車
通学生については登
下校時のヘルメット
着用率が１００％と
なり、安全意識の向
上が見られた。 

【課題】 
・自転車利用者への交
通反則通告制度につ
いて、児童生徒の実
態に応じた継続的な
指導が必要である。
今後は警察と連携し
ながら児童生徒への
繰り返しの指導に加
え、保護者への周知
・啓発を図ることで
交通安全教育の一層
の充実を目指す。 

生徒会活
動の充実 

・児童生徒の主
体的な取組を
推進できたか
。 

・全校レクリ
エーション
や「天草支
援学校いじ
め０宣言」
など、児童
生徒会で企
画・運営す
る。 

・児童生徒会
が中心とな
り、校則の
見直しを行
う。 

・児童生徒会で定
期的に話し合う
場を設定し、各
学部での活動状
況を共有しなが
ら主体的に活動
できる環境を整
える。 

 
・全児童生徒の意
見を集約できる
よう校則に関す
るアンケート調
査を実施する。 

Ａ 

【成果】 
・具体的目標は達成。
高等部校舎に意見箱
を設置し、寄せられ
た意見を踏まえて校
則の見直しを行うこ
とができた。 

【課題】 
・校則見直しの取組を
全校的に進めるため
にも小・中学部校舎
に意見箱を設置し、
児童生徒会で協議を
重ねながら見直しを
進めていく必要があ
る。 

人権教
育の推
進 
 

人権教育
及び命を
大切にす
る心を育
む指導の
充実 

・児童生徒及び
職員の人権意
識を高めるこ
とができたか
。 

・全ての児童
生徒及び職
員が、各々
の経験や体
験から人権
について自
律的に考え
続けること
ができる。 

・校内研修の内容
について、各々
の人権感覚を働
かせながら協議
し、各々で適切
な答えに到達で
きるようにす
る。  

・児童生徒の実態
に合わせて系統
的に人権教育を
実施できるよう
、学部を越えて
情報を共有し合
う。 

Ｂ 

【成果】 
・具体的方策は実施。
人権週間では「私の
好きな言葉集」を作
成し、互いの人生観
を学び合う機会を設
けることで、多様で
複雑な価値観や生き
方を尊重し合う姿勢
を育む取組を行うこ
とができた。 

【課題】 
・児童生徒の実態に応
じた様々な人権課題
を学習計画に位置付
け、年間を通して計
画的に取り扱うこと
で、人権意識の一層
の定着を図る必要が
ある。 

いじめ
の防止
等 
 

未然防止・
早期発見・
早期対応 

・いじめの未然
防止・早期対
応の充実を図
ることができ
たか。 

・教職員に対
し、いじめ
事案におけ
る組織的な
対応につい
て周知し、
未然防止・
早期発見・
早期対応の

・年２回のアンケ
ートによる情報
収集に加え、保
護者や関係機関
と情報を共有す
る。 

・児童生徒がＳＯ
Ｓを出しやすい
体制を整える。 

Ｂ 

【成果】 
・具体的方策は実施。
アンケートによる把
握に加え、担任によ
る聞き取りを通して
把握できた事案もあ
り、児童生徒の状況
を多面的に捉える取
組が進んだ。 



意識向上及
び実践の徹
底を図る。 

・職員研修を実施
し法令や組織的
な対応の在り方
について理解を
深める。 

【課題】 
・児童生徒がよりSOS
を発信しやすい環境
を整えるため、月１
回の面談日を設定す
るなど、個別の状況
に応じた丁寧な対応
を計画的に行ってい
く必要がある。 

地域 
支援 
 

幼保小中
高等学校
への支援
の充実と
関係機関
との連携 

・幼保小中高等
学校への支援
の充実を図る
ことができた
か。 

・巡回相談に
おける困り
感のある子
供への指導
支援に関す
る的確な助
言及び校内
児童生徒に
関する教育
相談の充実
を図る。 

・主訴を的確に把
握し、通常学級
における包摂力
を高める視点や
個別の指導支援
に関する視点を
踏まえ、個々の
教育的ニーズに
応じた助言を行
う。     
     Ａ 

【成果】 
・具体的目標は達成。
相談者の主訴を的確
に把握し、授業や行
動の観察、職員研修
等を行うことで、校
内外における教育的
ニーズに応じた助言
を適切に提供するこ
とができた。 

【課題】 
・関係機関と連携しな
がら校内児童生徒の
拡大ケース会議を実
施してきたが、さら
なる支援体制の充実
が求められる。今後
も継続的な連携強化
と組織的な支援体制
の整備を進めていく
必要がある。 

・関係機関との
連携を図るこ
とができたか
。 

・天草地域特
別支援連携
協議会事務
局校として
、天草教育
事務所と連
携し各種会
議を機能さ
せる。 

・天草地域の特別
支援教育に関す
る課題やニーズ
を明確にし、関
係機関との連携
を図る。 

Ａ 

【成果】 
・具体的目標は達成。
協議内容や必要資料
について天草教育事
務所と連携しながら
準備を進め、各種会
議を計画的に実施す
ることができた。 

・市町特別支援教育推
進チェックリストや
年間アンケートの結
果を踏まえ総括しＰ
ＤＣＡサイクルを機
能させた。 

【課題】 
・障がい児（者）に対
する理解啓発を促す
講演会の開催など地
域の実情に応じた取
組を計画的に進め、
特別支援教育のさら
なる推進を図る必要
がある。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

地域とと
もにある
学校づく
り 

・各サポート体
制の充実を図
り、めざす学
校像を実現で
きたか。 

・ＣＳビジョ
ン図におい
て、防災教
育の視点か
ら本校の実
態や取組目
標の共有を
図り、ＣＳ
の３つのサ
ポートチー
ムでの取組
目標の８割

・様々な形式を活
用した全体研修
を行い、本校の
ＣＳの取組につ
いて全教職員で
共 通 理 解 を 図
る。  

・防災教育を追記
した３つのサポ
ートチームの取
組計画及び内容
を学校運営協議

Ａ 

【成果】 
・具体的目標は達成。
防災教育の視点から
寄せられた意見を踏
まえ、避難訓練等の
内容に反映し、より
実効性の高い訓練を
行うことができた。 

【課題】 
・これまで２年間、防
災教育をテーマとし
て取り組んできた学



達成を実現
する。  

会委員と共有し
、ＰＤＣＡサイ
クルを機能させ
る。 

校運営協議会につい
て、次年度は従来の
テーマに戻ることと
なる。そのため、ア
ンケート項目や協議
内容について見直し
を図り、より有効な
会の運営ができるよ
う改善していく必要
がある。 

県立天草
拓心高等
学校との
連携 

・県立天草拓心
高等学校との
連携協力体制
を充実させる
ことができた
か。 

・施設、設備を
円滑に共有、
活用しなが
ら、教育活動
の充実を図
る。  

 
 

 

・体験活動や
協働活動、
行事等での
交流、連携
を推進する
。  

・月１回の打ち合
わせ会を行い、
県立天草拓心高
等学校の教職員
との連携を深
め、施設活用、
諸活動に関する
情報共有を綿密
に行う。  

・共に学ぶことの
大切さを共有で
きるよう、年間
指導計画をもと
に交流活動の機
会を積極的に取
り入れる。 

Ａ 

【成果】 
・定期的に打ち合わせ
の場を設定し、学校
行事や借用教室の調
整を円滑に行うこと
ができた。また、高
等部生徒に限らず、
小学部児童と高校生
の交流の場も設ける
ことができ、学校間
の連携を深める取組
となった。 

【課題】 
・柑橘類の収穫など活
動内容によっては、
交流学習の日程調整
が難しい場合があっ
た。活動の特性を踏
まえた綿密な情報交
換を行い、より計画
的に交流機会を設定
できる体制を整えて
いく必要がある。 

 

４ 学校関係者評価 
 地域を交えた避難訓練の実施については、関係者から協力的な姿勢が示されており、地域とと
もに進める防災体制の強化に対して前向きな意見が多く寄せられた。また、福祉事業所において
も避難訓練の実施が義務付けられていることから、学校での取組を参考にしたいとの声もあり、
互いの実践を共有しながら防災力を高めていくことが求められている。 
令和７年９月の大雨による災害の経験を踏まえ、様々な場面を想定した訓練の重要性が強調さ

れた。学校・家庭・地域が連携し、多様な災害リスクに備えるためにも、地域の中での子供たち
の居場所を確保し、協働の輪を広げていくことが学校およびＰＴＡの重要な役割であるとの認識
が示された。今後も、地域と協力しながら実効性の高い避難訓練を継続しつつ、防災意識の向上
と安全な教育環境の構築を図ることを期待したい。 

 

５ 総合評価 
学校教育目標の達成を目指しながら、地域や関係機関との連携を基盤とした防災教育や交流活

動を計画的に推進した１年であった。天草拓心高校や地域の関係機関と連携した合同避難訓練、
地域人材を活用した授業、居住地校交流など、多様な教育活動の広がりが見られた。これらの取
組は、児童生徒の安全確保に向けた実効性の高い訓練や、地域と協働して子供たちを育てる意識
の醸成につながった。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
・高等部移転から５年目を迎えるにあたり、コロナ禍で縮小を余儀なくされてきた行事や取組、
また新たに手探りで開始した活動について、一度整理する時期に来ている。今後は、地域人材
を活用した授業の充実や、居住地校交流など学校外での教育活動を更に推進し、本校児童生徒
を取り巻く地域・福祉・家庭との連携を一層深めていきたい。 

・行事の位置付けや年間計画を見直し、学校全体の教育方針との整合性を図り、「地域人材活用
リスト」を整備し、教科・学部毎に活用できる領域を可視化するなど、持続可能な支援体制の
構築を図る。 

  


